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	「季節と記憶」
	陽気ぐらしの天理教

	しやハせをよきよふにとてじうぶんに 　　　　 みについてくるこれをたのしめ
	［解釈］ 人々が皆幸せでよいようにと、親神の方では、 　　　　 十分心を配っているのであるから、心を正し 　　　　 くし親神の意に従う者は幸せを我が身につけ 　　　　 る事が出来る。それを楽しみに暮らすよう。
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